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り ソ フ ト ドリ ン クを愛飲 し て い たがl二l 渇
,
多尿

,

体 副戎少 (9 4 k g - 8 4 k g) をき た し て 近医を受[,
I
,
,
/

i

し た .
こ の と き 1 1

-

1 2I J の 多尿 と高血糖を指摘

され当不ごl に 紹 介人 院と な っ た . 入院時 ,
Jl
'

n . 糖 は

4 8 6 m g / dl , H b A I c は 1 2 .9 %
,
尿 ケ トン ( ＋) で

あ っ たため
,
イ ン ス リ ン感化蟻法を開始 したと こ

ろ
,
J求量 は速や か に正常化 し た. 本塩-

:

Î//rJ で の 多尿

は高l(lL糖 による浸透圧利尿に ,
習慣件多飲;):f

'

l
=A
. ( い

わゆ る飲み ぐせ) の 要素が加味されたもの と考え

られた .

7 　 絶 食 状 態 を 背 景 に 心 房 細 動 ， う っ 血 性 心 不

全，肝機能低下で発症し高度の低血糖を伴っ

た甲状腺機能亢進症の一症例

小 林 千 品 ・ 鈴 木 亜 希 子 ・ 里 方 美 智 子

L早 川 晃 史 ・ 佐 々 木 英 夫 ・ 宮 北 靖 *

金 子 晋 * * ・ 中 川 理 * *

相 澤 義 房 * *

新潟こばり病院内科

同 　 循 環 器 科 *

新潟大学大学院内部環境医学講

座内分泌代謝分野 * *
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(:_1
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!りは 6 9 歳

,
女件 . 感冒感を契機 に 全身性忠

盛, 摂食不全, 尿量減少,

‾下腿浮輝
,
咳が出現 し ,

次第に 呼tl)iI奉1 稚と な り , 緊急 入院 し た . 入院時 ,

不穏 ･ せ ん妄状態 にあり
,
心 拍数 1 8 0 /うi の 塀脈

性心房紺動
,
う っ 血性心不全,

高度の 脂肌肝を認

め
,
動脈血液 ガ ス 分析 で は H C O 3 - 1 2 .9 m m ol/I

,

B E - l l . 5 m m ol/1 と ア シ ド
- シ ス が ある と共 に ,

1 7 m g / dl と高度の 低= 棚畠を認めた .
ブ ドウ桁測笠

与に て 意識状態は改善 した . 肝腎機能障害 が認め

られ Fb g 9 7 m g / dl , F r 比 3 .1 6 で あり g ab e x at e

m e sil at e の 授 与も開始 し た . 下垂体不全は無く ,

T S H 感度以下,
f r 4

,
fr 3 の 高値を認め

,
甲状腺機

能先進痔と診断 し ,
thi a m a z o l e の 投与一を開始 し た.

輸液, 酸素 ,
利尿剤な どの 併岡で 全身状態 は改善

し た. 本例は高度の飢餓,
什腎機能障害 ,

う っ 血

件心不全に より ,
高度の 低血糖を米 た したもの と

考えられた .

8  M i t o t a n e に よ る 薬 物 療 法 を 施 行 し た 高 齢 者

C u s h i n g 症 候 群 （ A I M A N ） の 一 例
-

高 堂 裕 平 ・ 森 岡 良 夫 ・ 風 間 順 一 郎

成 田 一 衛 ・ 下 条 文 武 ・ 中 川 理 *

新潟大学第二内科

同 　 第 一 内 科 *

虹例は 7 3 歳男件 . 肺病の 精奄目的 で施行 され

た陶腹部 C T に て 両側副腎の 値大を指摘 された .

血 [い コ ル チ ゾ -

ル 2 0 .1
,

,L g / dl , A C T H < 4 ･0
′

′∠ g /

m l
,
尿中 1 7 - O H C S 1 2 m g/ d ay , 塚

[l 1 1 7 K S 1 2 . 5

m g / d a y と 副腎機能 の 北進を認め た ため ,
同年 7

日 7 日精奄加療目的に当科に 入院 し た. 入院後の

内分泌学 的検査及び両傾検査より C u s hi n g s y n-

d r o m e ( A C T H i n d e p e n d e n t bil at e r al a d r e n o c o rti-

c al m u ltin o d ul a r h y p e r pl a si a) と諺断 し た. H C M
,

狭心症があり
,
高齢者で ある こ と ,

また
,
本人が

手 仙 二対し消極的であり内川三三掛二よる治療を希望

さ れた こ と より , 副 腎妓賀 ホ ル モ ン 合成 阻手; Jill

M it o t a n e に よる治療を行 っ た . そ の 綾
,
2 0 0 1 ]

'

卜7

月噴 に M it o t a n e の 副什川 と 考えられる食欲不振,

暗気が[
[jノー現するま で は良好な J＋)i , モ ン コ ン ト ロ

ー

ル が得られて い た . A I M A H に 対する治療と して

は外科的治療が第一一連机と なる か , 外 剛Ⅰ勺治療を

行 えな い 耐刈で は M it o t a n e に よる 薬物療法も選

択の
一

つ と して 考巌す べ き と考えられた ,

9  A C T H 非 依 存 性 両 側 副 腎 皮 質 大 結 節 性 過 形

成（ A I M A N ）による C u s h i n g 症候群の 1例

金 子 公 亮 ・ 水 澤 降 樹 ・ 渡 辺 竜 助

小 原 健 司 ・ 筒 井 寿 基 ・ 高 橋 公 太

長 沼 景 子 * ・ 中 川 理 * ・ 高 橋 英 祐 * *

岡 塚 貴 世 志 * * * ・ 桃 井 明 仁 * * *

新 潟 大 学 泌 尿 器 科

同 　 第 一 内 科 * � �

-村上総合病院泌尿器科* *

同 　 内 科 * * *

症例は 5 3 歳女性 ,

副腎腫癌 に て 手術 ,

治療をノ受けて い た .

家族歴 で は H 1 2 に姉が両側

既杵歴 で は 4 6 歳 か ら高l(Tt 庄

H 1 3 年の 検諺で , 肥満 ･ 高fr
'

lL

圧 ･ 環蛋白を指摘 され精査 し たと こ ろ ,
I(T=1] コ ル
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チ ゾ
- ル が 3 2 .1

J
LL g / dl と高値を示 し, 日内変動 は

なく ,
D e x a m et b a s o n e (0 . 5 m g) 抑制試験 で抑制

されず
,
腹部 C T にて 両側副腎に結節性腫大を認

め
,
A d o st e r ol 副腎 シ ン チ で両側副腎に 集積を認

め た ことより C u s hi n g 症候群と診断 された. 手術

目的に当科 に紹介 され入院 し,
一

期的に内視鏡下

両側副腎摘出術を施行 した . 術後ス テ ロ イ ド補充

療法を行 い
,
h y d r o c o rti s o n e : 2 0 m g を維持量と し

て 退院した . 摘出標本 は右副腎 : 1 2 g , 左副腎 :

1 5 0 g で あり , 病理学 的に明調細胞主体 の 過形成

であ っ た .

AI M A H の 家族内発生 は自験例を含め
,
世界 に 3

例である .

1 0 劇症 1 型糖尿病の 2 症例

一 当科で の 1 型糖尿病発症形式の検討を含

めて -

鈴木亜希子
･

長沼

五 十嵐智雄
･ 戸谷

鈴木 克典 ･

中川

羽人 修
*

景子 ･

宗田 聡

莫紀
･ 金子 普

理 ･

相揮 義房

新潟大学大学院内部環境医学講

座内分泌代謝分野

新潟市民病院第 2 内科 *

1 型糖尿病患者の なか で
,
きわめて急激に イ ン

ス リ ン分泌能が枯渇して 発症 し
,
その 発症 に自己

免疫機序 の 関与の 可能性が低い 症例 が報告さ れ
,

非自己免疫性劇症 1 型糖尿病 (劇症型糖尿病) と

考え られて い る . 今回劇症型糖尿病と考えられる

2 症例を経験 したの で報告 した .

ま た当院通院中の 1 型糖尿病患者 8 名 につ い て

発症形式を検討 したと こ ろ, 2 名が劇症型糖尿病

と考 えられ た. 劇症型の 2 名は抗 G A D 抗体陰性

であり
,
ま た D K A で 発症 して い る に も関わらず

発症時の 平均 H b A I c 5 . 7 5 % と ほぼ 正 常 で あり
,

これ に対 し抗 G A D 抗体陽性 であ っ た他 6 名 の 発

症時平均 H b A I c は 1 1 .8 8 % と上昇を認め た . そ の

他劇症型糖尿病症例 で は
,
抗 G A D 抗体陽性 1 型

糖尿病症例と比較 し, 診断ま で の 有症状期間が平

均 3 日と短く
, 発症時内因性イ ンス リ ン分泌能の

枯渇 ( 尿中 C P R 感度以
‾
F) が認 め られ

,
発症時

の 診断 に有用と考えら れた.

Ⅰ . 特 別 講 演

｢1 型糖尿病に関する最近の知見

- 劇症 1 型糖尿病を中, いこして - +

今川 彰久

大阪大学大学院医学系研究科

分子制御内科学

第 23 1 回新潟循環器談話会

日 時 平成 1 4 年 7 月 6 日 ( 土)

午後 3 時 - 6 時

会 場 万代 シ ル バ ー

ホ テ ル 5 階

万代の 間

一 般 演 題

1 9 9 m T c
- P Y P ･

2 0 1
T l 心筋シ ンチ グラム が

診断ならびに治療効果判定に有用であ っ た心

サル コ イ ド ー シス の 一 例

藤井 知紀 ･ 兼藤 努
･

飯野 則昭

岡田 義信 ･

谷 長行

新潟県立がん セ ン タ ー 新潟病院

内科

今回
,
我 々 は 9 9 m T c - P Y P ･ 2 0 1

T l 心崩 シ ン チ

グ ラ ム が心サ ル コ イ ド ー シ ス の 診断な らびに 治療

効果判定に有用 で あ っ た 一

例を経験 し たの で報告

する . 症例 は 6 2 歳の 女性 . 主訴 は呼吸困難. 既往

歴 は 2 6 歳 で 腸閉塞
,
6 0 歳 で左膿腎症

, 糖尿病 . 冗

2 人に A M I
,
兄 1 人は V T の た め除細動器植込み

の 家族歴が あ る. 平成 1 2 年 1 1 月に 眼サ ル コ イ ド

ー シ ス
,
肺サ ル コ イ ド ー シ ス を指摘 され当科外来

で経過観察 されて い た . 平成 1 3 年 1 0 月 1 9 日
,
蛋




